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 方法は在宅医療の場における PPI の有用性を検証する研究では、診療録による後方視的検証と、
初回診察時に PPIを評価し、最終的な死亡日、死亡場所を記録した前方視的検証を行った。共に PPI











 PPI を改良したツールの開発と検証に関する研究では、PPI の評価項目であるせん妄をコミュニ
ケーションを評価する Community Capacity Scaleに置き換えた Simplified PPIと、従来の PPIに
ADL 変化を評価した項目を追加した Modified PPI を検討した。Simplified PPIは、従来の PPIと
比較すると予後 3 週未満、6 週未満に関する予後予測能は、いずれも C-statistics が 0.75～0.80
と高く、従来の PPIと明らかな違いは認めなかった。Modified PPIは、従来の PPIと比較すると予








 PPI を改良したツールの開発と検証に関する研究においては、PPI をより簡便に用いるために評
価項目の「せん妄」をコミュニケーション能力の評価に置き換えた Simplified PPIは、PPIの予後
３週間未満の予後予測能と大きな違いがないことが明らかになった。そして、PPI の感度を向上さ
せるために ADL 変化の指標を追加した Modified PPI は、従来の PPIを上回る感度や予後予測能を
得ることはできなかった。この結果は、本研究で用いた ADL変化の指標が進行がん患者の ADL変化
を適切に評価できていなかった可能性を示していると考えられた。 








 今後は、進行がん患者の予後に関連する複数の因子を組み合わせることや、decision tree モデ
ルを活用したツールの開発などの研究を重ね、より正確性の高い予後予測ツールに関する開発を進
めていく必要がある。また、予後予測ツールで得られた結果を、患者・家族に適切に伝える臨床技
法や伝えることによってもたらさせる患者・家族の有益性に関する研究も進めて行くことで、患
者・家族・医療者によるコミュニケーションを促進し、患者本位の意思決定支援を実践していく必
要がある。 
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審査の結果の要旨 
（批評） 
 終末期がん患者の正確な予後の推定は、患者や家族にとって余命を、どのように過ごすかを決定
する上に置いて、また医療提供のあり方について、大きな意義を持つと考えられる。著者は、緩和
ケアの現場で、簡便に使用できる予後予測ツール PPIを用いて、その妥当性と、さらなる改良を目
指し研究を行った。まず後方視的研究から予測感度と特異度を推定し、これを前方視的に確認し、
PPIがツールとして、ある程度有用であることを示した。しかし、その感度は良くて７０％程度で、
決して満足できるものではなかったと結論し、さらにツールの評価項目を変更し、より良いツール
の開発を試みている。このように研究が論理的に計画され実行されている点で優れており、今後の
研究の方向性を見据えた議論がなされている。本論文は、多くの症例を検討した臨床現場に有用な
研究論文である。 
平成２８年４月４日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、学力の確認を行った。その結果、審査委員全員が合格
と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
